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3 団体の令和 3 年度通常総会が
開催されました！
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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
4848

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。
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01	 3 団体の令和 3年度通常総会が開催されました！

02	 令和 2年度取引力強化推進事業活用事例のご紹介

03	 ものづくり補助金 6次締切の採択結果が発表されました！

04	 70 歳までの就業機会の確保に備えて	
	 〜高年齢者雇用安定法改正のポイント〜	
	 ─特定社会保険労務士　森　隆幸　氏─

05	 事業承継支援施策ガイドブックを作成しました

06	 中小企業組合検定試験に挑戦！　〜組合制度編〜

08	 縄文時代を歩く②　垣ノ島遺跡　〜居住域と墓域の分離を示す集落跡〜／	
	 組合運営実務講習会のご案内

09	 全国の先進組合紹介⑤　〜黒川温泉観光旅館協同組合〜

10	 ピックアップ　組合羅針盤　〜黒千石事業協同組合〜

12	 6 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

　本誌5月号にて告知していました8月18日（水）の「令和3年度中小企業団体全道大会」は、新型コロナウイル
ス収束の見通しが不透明である状況に鑑み、開催が難しいと判断されることから、昨年に引き続き中止とさせ
ていただきます。（同大会における本会会長表彰式も中止となります。）
　大会の参加をご検討いただいていた皆さまには多大なご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

令和3年度 中小企業団体全道大会中止のお知らせ



北海道官公需適格組合協議会
　6月29日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて、北海道官公需適格組
合協議会（山田耕作会長、会員21組合）の通常総会が開催されました。
　山田会長は、冒頭で「この一年は、社会経済活動のみならず、生活様式
から働き方に至るまで大きな変革を余儀なくされ、非常に難しい事業
の舵取りを迫られた年だった。かつてない難局に直面している今だか
らこそ、相互扶助の精神を基本とする我々の組織が真価を発揮できる
ものと考えている。地域から信頼され、地域活力を担う中心主体となる
べく、積極的な事業活動に取り組んでいきたい。」と挨拶し、続く議案審
議では、令和2年度事業報告・収支決算、令和3年度事業計画・収支予算
など全議案が満場異議なく承認・可決されました。

北海道中小企業組合士会
　7月7日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて、北海道中小企業組合
士会（鈴木英弘会長、会員127人）の通常総会が開催されました。
　総会では、鈴木会長の開会挨拶後、全国中小企業組合士会連合会から
北海道鍼灸マッサージ柔整協同組合理事長の𠮷田孝雄様に、中小企業
組合士制度の普及・振興に尽力した長年の功績を称え感謝状が贈呈さ
れる旨の報告があり、続く議案審議では、令和2年度事業報告・収支決
算、令和3年度事業計画・収支予算など全議案が満場異議なく承認され
ました。
　その後、道内の中小企業組合士の資質向上と交流促進を図るため、本
年度1回目となる研修会が2部構成で開催されました。第1部は、株式会社商工組合中央金庫札幌支店次長の桑
原　賢一氏を講師に迎え、「〜新たな時代へ向けて〜組合事業の探索と深化」をテーマに、公共性・全国ネット
ワークという強みを活かした商工中金グループならではの協同組合サポートの現状と課題について紹介があ
り、続く第2部ではおおもと経営オフィス代表の大本　佳典氏から「SNSのビジネス活用、はじめの一歩」と題
し、コロナ禍でインターネットを活用した情報発信の重要性が増す中、ビジネスにおけるSNS戦略の初歩を
学びました。

北海道中小企業青年中央会
　7月8日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて、北海道中小企業青年
中央会（安藤慎也会長、会員57組合青年部）の通常総会が開催されまし
た。
　安藤会長の開会挨拶後、議案審議に移り、令和2年度事業報告・収支
決算、令和3年度事業計画・収支予算など提出された全議案が満場一致
で承認され、続く講習会では、「取組事例発表」と題して3組合の青年部
によるコロナ禍の活動状況について説明がありました。

山田会長

鈴木会長

安藤会長

3団体の令和3年度通常総会が
開催されました！
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事業の詳しい内容は本会ホームページをご覧いただくか、本部連携支援部又は各支部へお問合せください。

北海道中小企業団体中央会内（担当：連携支援部） 札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7 3階
TEL：011-231-1919　FAX：011-271-1109　HP：https://www.h-chuokai.or.jp/

お問合せ先

　本会では、小規模事業者組合等を対象に、共同事業の活性化や受注促進を強化するためのホームページ開
設・商品パッケージ改良等を行う際の費用の一部を助成する「取引力強化推進事業」を実施しています。ここで
は、昨年度、本事業を活用して取引力強化に取り組んだ組合事例をご紹介します。

OKHOTSK FOOD CONCERTO事業協同組合
 事業テーマ  インターネット通販可能なホームページへのリニューアルによる全国販路拡大計画

　組合では、組合員が生産した原材料を使用して食酢「OKHOTSK Vinegar」の共同開発、共同製造、共同販
売、市場開拓を行っています。食酢の開発・製造開始から3年が経過し、製品の安定生産が可能になりつつあっ
たことから、本格的な販路拡大を計画していました。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大により、営業活動
の自粛を余儀なくされ、展示会も中止になるなど、組合事業の拡大に多大な影響を受け、一刻も早い非接触型
営業活動の開始が急務となっていました。
　そこで、オホーツクの魅力を日本各地へ広く発信することで、製品の売上増加
につなげるため、既存の組合ホームページをインターネット通販対応可能な仕
様に変更し、組合コンセプトや製品紹介など営業に関わる情報をふんだんに盛
り込んだ大幅リニューアルを実施しました。

得られた成果

①組合員の場合：ホームページリニューアルにあたり、内容の充実を図るた
め、意見交換や今後の組合運営の方向性を確認する場を設けたことで、それ
ぞれの組合員をつなぐ共同事業であることを再確認でき、これからの運営
方針について意思統一を図ることができた。

②組合の場合：これまでのインターネット販売はメールを介した直接受注に
限られていたが、今回のホームページ改修により自動で受注処理が可能と
なり、事務局側の負担や受注ミスの軽減につながり、今後の全国展開を見据
えた受注体制を整備することができた。

協同組合静内みゆき通り商店街
 事業テーマ  商店街への来客促進と組合員の売上向上のためのパンフレット作成事業

　協同組合静内みゆき通り商店街は、アーリー・アメリカン様式の町並みが特徴的な、静内でもっとも歴史の
ある商店街として長年地域住民に親しまれています。しかし、近年では、大型店の出店やインターネット販売
の浸透により消費者の購買スタイルが変化し、商店街からの“消費者離れ”が加速しているほか、経営者の高齢
化・後継者不足を主因とする廃業の増加で年々組合員数が減少していました。
　これら諸問題に対し、商店街の魅力創出と買い物客の回帰を促進するため、組合員店舗の情報発信を行い、
商店街に立ち寄る動機付けを図るべくパンフレットの作成に取り組みました。

得られた成果

①組合員の場合：パンフレット作成を通じて各組合員店舗の事業内容を再認
識でき、ともに商店街で頑張っている組合員として商店街組合への帰属意
識が高まった。また、組合員店舗の特色を広くPRすることで個店来客数の
増加が期待される。

②組合の場合：組合事業として組合員全員が活用できるPRツールを作成したこ
とで、組合員に対して組合活動及び組合の存続意義を普及することができた。

▲�リニューアルしたホームページ

▲通販ページ

▲作成したパンフレット

令和2年度　中央会助成事業

取引力強化推進事業活用事例のご紹介
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令和元年度補正・令和2年度補正ものづくり補助金6次締切の採択結果が発表されました ！
　令和3年2月22日から5月13日までの期間において、ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金〔一
般型・グローバル展開型〕の6次締切の公募を行ったところ、全国で4,980者から申請があり、全国採択審査委
員会による厳正な審査の結果、北海道内からは以下のとおり79者が採択されました。

中央会からのお知らせです

ものづくり補助金北海道地域事務局
札幌市中央区北1条西7丁目プレスト1・7ビル　3階
TEL：011-522-9300　H P：https://portal.monodukuri-hojo.jp/

お問合せ先

商号又は名称 事業計画名
旭川機械工業株式会社 NC工作機械導入による生産性向上及び作業環境の改善

有限会社武田米穀店 地元北海道の美味しいお米を届けたい！納期短縮・品質向
上事業

日成工機株式会社 世界最高速度・高精度な曲げ加工導入で北海道オンリーワ
ンの鋼製型枠製造企業となる

函館こんの歯科・矯正歯科 最新式CTを活用した最小限の来院回数での治療を完結で
きる治療提供モデルの確立

株式会社上ケ嶋木工 新たな生産方式を導入すること高い品質で独創性の高い製
品提供に繋げていく

有限会社タニグチ 伝統的な畳から需要が期待できる置き敷き用畳へのシフト
に必要な量産設備の導入

有限会社ネクスト ポストコロナ後のレトルト需要に向けた開発強化の取り組み

株式会社マリー薬局 施設職員の負担軽減や薬の誤飲防止を実現する最新式分包
機の導入

株式会社コスモスチール 鉄骨加工のHグレード認定工場に必要なH鋼接合部摩擦
面処理設備の導入

Wednesday cafe ＆ bake 非接触・非対面販売を実現する新銘菓のブランド化、生産性
向上

三葉製菓株式会社 チョコサンドクッキー自動生産設備の導入

的場デンタル・オフィス 前装冠の新スタンダード生産方式「前装冠圧着充填方式」の
開発

有限会社 TOGASHI 配管ライン増設にともなう切り替え機及び大型籾殻タンク
の導入

協同組合ウッデイしもかわ 帯鋸精密研磨機械導入による目立て精度向上と地域製材業
の作業効率化を両輪で実現！

株式会社樋口 高速・高精度のプレス機導入によるステンレスキッチン製
造の生産性向上と販路拡大

アルファ計画株式会社 生産性向上と安全な測量を実現するUAV搭載レーザース
キャナによるレーザー測量事業

有限会社田村林業建設 産業用ドローンを利活用した3D地形データ作成と送電線
点検開発

株式会社山鋼 NCT加工機導入による放射線等遮蔽扉の生産性向上
ビストロラナチュール 販路拡大でV字回復を目指す、新規キッチンカー事業。
稚内港湾施設株式会社 最先端CNC普通旋盤の導入による生産性向上と販路の拡大

赤岩りょう歯科クリニック 高精度画像データ活用による補綴装置の非対面での調達と
難治性病巣の根治

株式会社シモクニ 1枚のシール印刷に情熱と真心を込めて！特殊印刷のデジ
タル化対応

株式会社札幌工業検査 道内経済に貢献する！プラント施設非破壊検査の高度化事業

ポテト歯科 1日で完結できる高精度補綴物治療の実現と地域医療水準
の高度化への貢献

有限会社道北機械サービス レーザーケレン装置導入による農機・重機補修業務生産性
向上事業

株式会社松木測量設計 レーザースキャナー搭載ドローン導入による測量技術の高
度化と生産性向上

長沼総合開発株式会社 クラウド配送EDI及び電子伝票による土砂運搬業務のデジ
タイゼーション化

早来ファミリー歯科クリニック 高齢者への送迎・訪問診療体制強化に向けた院内診療プロ
セス見直し

株式会社児玉鉄工所 鉄骨専用3DCAD・鉄板切断機導入による生産性向上の実現

有限会社イトー緑化 地域の農業・経済、そして雇用を支え、地域課題を解消する
コントラクター事業

株式会社 TFT 画像寸法測定器での高耐力ボルトの新製品化と生産プロセ
スの改善による収益拡大

有限会社清野鉄工所 板金曲げ加工技術の高度化・高速化による総合鉄加工業者
への成長

有限会社大成機工 生産性向上により次世代につなぐ！油圧架装技術で支える
十勝の物流

株式会社ハイブリッジ 5000倍観察可能な光電子顕微鏡の開発

株式会社エール 共同開発トムソン式型抜き機等の導入による売上拡大と生
産性向上

カネイチ高橋水産 仙鳳趾産牡蠣の知名度向上・流通促進に向けた包装機械へ
の投資

有限会社左官釜澤組 これまでに培った左官工事のノウハウを生かし、本格的な
塗床事業への展開

ことにオーラルケアクリニック デジタル化によるジルコニア素材を含むメタルフリー歯科
治療の価値向上

株式会社日新鋼機製作所 大型プレスブレーキの導入による生産プロセスの改善と生
産性向上事業

有限会社北星農場 重量選別機の導入によるかぼちゃ選果・出荷工程の効率化

株式会社オーシャンプレイス オンデマンド印刷サービスの進化で地域活性化に寄与する
制作会社へ

商号又は名称 事業計画名
株式会社平塚建具製作所 NC長尺加工機導入によるビル用アルミサッシの生産性向上

株式会社理興製作所 最新型ターニングセンター導入による金属部品製造工程の
生産性向上

合同会社ポックル ひっ迫するエキゾチックアニマル医療に革新をもたらす、
最先端な検査・分析体制の構築

株式会社フジ本芳川商会 需要の変化による主力製造品の変更と生産力の工場

太田歯科医院 最新設備導入による高品質義歯制作と患者の生活品質向上
への取組

株式会社中央エンジニア 人工衛星・ドローンを活用した革新的な3次元測量及び
i-constructionの推進

まつしま歯科医院 「再発しない」虫歯治療と「感染させない」歯科医療の両立
株式会社珈房サッポロ珈琲館 最新　炭直火焙煎機導入による生産性向上計画

有限会社新川ルル動物病院 院内の感染リスクを抑えた、これまで不可能だった地域の
高齢ペット治療を可能とする事業

有限会社仁成ファーム 独自設計の堆肥製造プラント導入による堆肥の製造生産性
向上と販売

互信ホールディングス株式会社 次世代モビリティシステムの開発による法人専属タクシー
のドライバーシェアリングシステム開発事業

株式会社パーペル 国内外向けの高付加価値な紙器の生産設備の導入及び働き
方改革の推進

北陽ビジネスフォーム株式会社 校正・刷版のデジタル化と企画提案営業への変革で新たな
BPOビジネスを開拓する

you すまいる歯科 過疎地域における歯科医院による先端技術治療の実践

株式会社内ヶ島製作所 製造ラインの高精度高効率化、会員向けサービスの開始に
よる一般向け家具の販売

有限会社グリーンテーブル 小規模自然派ワイナリーにおける増産体制の構築及び高級
熟成ワイン等の生産

有限会社さいとうデザイン工房 自動化設備と熟練職人による特注家具とOEM商品の新た
な生産システムの構築

洋菓子店ポルテ ここでしか味わえない唯一無二のスイーツ開発と新規販路
開拓事業

三洋興熱株式会社 コロナウイルス感染対策、配送人員の減少に対応する配送
業務

株式会社エニシィング 人手不足・業務効率化及びコロナ対策へ向けるAI技術を活
用した交通誘導システムの開発事業

株式会社丸升増田本店 ウイルス感染症対策設備導入による作業の安全化及び生産
性向上事業

有限会社コンセプト 日本一のパエリアをご自宅にお届け！コロナに負けないデ
リバリー特化レストラン設置事業

株式会社明光 農業用培養土加工製造時に発生する水蒸気を低減させる事業

道南平塚食品株式会社 カップ専用充填機導入による生産リードタイムの短縮化及
び生産能力向上

有限会社アドレスモード 最新CAM導入による更なる高付加価値化と量産体制の構築
枝幸海産株式会社 ホタテ玉冷製造工程の内製化による生産性向上事業
ひぬま歯科小児歯科 新しい生活様式下における新しい根管治療の実現

うのデンタルクリニック 内製化・デジタル化による補綴物の高精度化と治療サービ
スの高度化

株式会社リペアサービス 駆けつけサービスNo.1！入居者の困りごとを解決するシ
ステム構築事業

株式会社カナザワ興業 大型トラックスケールとデータ管理システムの導入による
計量作業の効率化と非対面型の数量管理で感染症防止

滝上産業株式会社 自動かぼちゃ種・ワタ取り機の導入による生産性の向上と
従業員の安全確保

有限会社幸起測量設計 北海道初導入の超小型マルチビーム測深器による港湾・水
域の3Dデータ化

株式会社日進商事 洋上風力発電を中心とする再生可能エネルギー業界参入の
ための大型ワイヤロープ用プレス機

株式会社小樽グリーンホテル ビジネスホテルにおける非接触モデルの構築〜自動精算機
との親和性の高い非接触カードキーシステムの導入〜

有限会社三共 Bentoを世界へ！オリジナル折箱の増産体制構築による生
産性向上事業

有限会社松田砕石 自走式スクリーン導入による、小割石・割栗石生産体制の構築

〔一般型〕

商号又は名称 事業計画名

株式会社長沼あいす カチョカバロチーズの生産設備増強による道産チーズ
の輸出拡大

株式会社高橋牧場 直家生産の生乳と直家焙煎カカオを用いた、ニセコ発オ
リジナルミルクチョコレートの製造販売

〔グローバル展開型〕
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70歳までの就業機会の
確保に備えて
〜高年齢者雇用安定法改正のポイント〜 特定社会保険労務士

森　隆幸　氏

　『令和2年版高齢社会白書』によれば、日本の人口
1億2,617万人（2019年）のうち65歳以上の人口は
3,589万人で、総人口に占める割合は28.4％にも達
しています。少子化が進み、高齢者が増え、労働人口
が減少している現在、その高齢者を雇用することで
労働力を確保する必要性に迫られる一方、高齢者も
実は労働意欲を持っています。内閣府の調査（2019
年）によると、現在仕事を持っている60歳以上のう
ち、36.7％が「働けるうちはいつまでも働きたい」と
回答。「70歳くらいまで」〜「80歳くらいまで」を加え
ると実に計87.0％に上ります。このことから継続雇
用する企業としても、高齢者の豊富な経験、卓越した

技術、優れた知見は、失いたくないリソースだといえ
そうです。
　こうした状況の中で「高年齢者雇用安定法」（以下

「高年法」）は、高齢者に働き続けて欲しい社会と働き
続けたい高齢者とを結ぶものとして機能し運用され
てきました。今年の4月より施行されている高年法
改正の内容は、制度の「変更」ではなく「追加」措置と
なり、70歳までの高年齢者について、安定した雇用
の確保と就業機会を広げていくことを目指し、努力
義務を求める、これまでなかった制度設計です。具体
的な法改正の内容は以下の通りです。

　65歳から70歳までの高年齢者の就業を確保する
ため、上表の①〜⑤のいずれかの措置を講ずることが
努力義務とされました。ただし、④と⑤は雇用とは呼
べないため、今回の改正では「雇用確保措置」ではなく

「就業確保措置」となっています。この④と⑤は導入に
際して労働組合等の同意が必要なこと、社会貢献事
業に該当するかどうかの判断が難しいことなど検討
する課題が多くあり、現実的には①〜③の“雇用”で対
応する企業が大半を占めることにはなるでしょう。
　高年齢者一人ひとりの能力や就業意欲、求める勤
務時間や賃金水準はさまざまです。高年法が求める

趣旨である「多様な選択肢」に応えるべく、定年後再
雇用や勤務延長など複数の雇用契約の在り方を検討
することも一つの方法です。多様な雇用形態のニー
ズに応えられるフレキシブルな人事管理をすること
で、企業側のニーズにも合わせやすくなり、効率的な
即戦力の活用が可能になるという大きなメリットが
生まれます。「高年齢者に限らず、多様な人材採用を
実践する」という位置づけで、ますます改正高年法へ
の措置を講じる姿勢が重要となるでしょう。今後さ
らなる法改正がなされ、70歳までの雇用確保等の義
務化が適用される日も遠くないかもしれません。

改正前 改正後
定年を定める場合の年齢 定年の定めをする場合には、60 歳を下回ることができない （改正なし）

雇用確保措置（義務）
①定年の引き上げ

（改正なし）②定年の廃止
③継続雇用制度の導入

定年と 65歳までの雇用確保措置
　定年に関する規制と、65歳までの雇用確保措置については、これまでと変わりません。

改正前 改正後

就業確保措置
（努力義務）

雇用による措置
（雇用確保措置）

①定年の引き上げ
②定年の廃止
③継続雇用制度の導入

雇用によらない措置
（創業支援等措置）

④継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
⑤継続的に社会貢献事業に従事できる制度の導入

70 歳までの就業確保措置（追加制度）
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　経済産業省北海道経済産業局では、北海道、（公財）北海道中小企業総合支援センター、北海道事業承継・
引継ぎ支援センターほか関係機関と連携し、北海道内の中小・小規模事業者向けに事業承継関係の主な支援
策や公的支援機関をまとめた事業承継支援施策ガイドブックを作成しています。
　事業承継にあたっては、多岐にわたる課題に計画的に対応していく必要がありますが、円滑な事業承継に
役立つよう、公的相談窓口や各種支援策を掲載しています。
　このたび掲載情報を令和3年7月時点の情報に更新しましたので、ぜひ積極的にご活用ください。

〔ガイドブック掲載情報〕
○親族内承継について相談したい（事業承継診断・専門家派遣等）
○従業員や第三者への承継を行いたい（親族外承継）
　【活用事例】
　　・ 取引先の継続、従業員の雇用維持等を守る友好的なM＆A支援
○会社を継いでくれる後継者を探したい（北海道後継者人材バンク）
　【活用事例】
　　・ 企業間M＆Aでは譲り受け手を探すことが困難な小規模事業者や自

分の事業をM＆Aで譲渡するのではなく跡を継いでくれる人に託し
たい場合の後継者探し

○事業承継について相談したい（事業承継診断・専門家派遣等）
　【活用事例】
　　・ 個別相談対応　・専門家派遣　・事業承継診断　・セミナー

N O M T OI F R A I N

北海道経済産業局からのお知らせです

事業承継支援施策ガイドブック
　〜道内の中小・小規模事業者向け事業承継の支援策〜

経済産業省北海道経済産業局　産業部　中小企業課
札幌市北区北8条西2丁目　札幌第1合同庁舎5階
TEL：011-709-2311（内線2562）

お問合せ先

○事業承継の相手先を探したい
○事業承継時の相続税・贈与税の負担を軽減したい
○ 事業承継時の登録免許税・不動産取得税の負担を

軽減したい
○経営者保証解除に向けた支援を受けたい
　（経営者保証コーディネーター）

○ 事業承継を契機に経営者保証を解除したい
　（信用保証）
○事業承継に必要な資金を調達したい
○親族外承継時の株式買取資金を蓄積したい
○事業承継時の費用に補助金を活用したい
○事業承継事業に対して補助を受けたい

▼ 電子媒体は北海道経産局ホームページからダウンロードできます。
https://www.hkd.meti.go.jp/hokic/guidebook/index.htm
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　「中小企業組合検定試験」は、中小企業組合（事業協同組合、企業組合、商工組合やこれらの組合の連合会）の事務
局の役職員を対象に職務知識に関する試験を行い、試験合格者の中から3年以上の実務経験を有する方に、「中小
企業組合士」の資格を与える制度です。
　中小企業組合にはガバナンスの充実や社会からの信頼が求められており、社会的責任を果たすために、　組合
運営の経験と専門知識を備えた人材が必要不可欠です。組合業務に携わるすべての役職員の方々に挑戦していた
だきたい資格です。
　ここでは、3つの試験科目のうち、「組合制度」の分野から問題を出題します。昨年12月に実施された検定試験で
は、「組合制度」の合格率は72.9％でした。ぜひともチャレンジしてみましょう。

問1　次の設問について、400字以内で記述しなさい。

（設問）
　今日の社会・経済情勢の下での中小企業組織化の意義について述べなさい。

問2　 次の文章は、中小企業基本法からの抜粋である。文中のA〜Gに入る正しい語句を語群①〜⑳の中か
ら選びなさい。

（目的）
　第一条　この法律は、中小企業に関する施策について、その A 、基本方針その他の基本となる事項を定める
とともに、国及び地方公共団体の責務等を明らかにすることにより、中小企業に関する施策を総合的に推進し、もつて

B の健全な発展及び国民生活の向上を図ることを目的とする。

（海外における事業展開の促進）
　第十六条　国は、中小企業者がその事業基盤を国内に維持しつつ行う海外における事業の展開を促進するため、海
外における事業の展開に関する情報の提供及び C の充実、海外における事業の展開に必要な資金の円滑な供
給その他の必要な施策を講ずるとともに、中小企業者が供給する魅力ある商品又は D に対する海外における
関心及び理解の増進に努めるものとする。

（労働に関する施策）
　第二十一条　国は、中小企業における労働関係の適正化及び従業員の E の向上を図るため必要な施策を講
ずるとともに、中小企業に必要な F の確保を図るため、 G の開発及び職業紹介の事業の充実その他の
必要な施策を講ずるものとする。

〔 語　群 〕
①広報　　②国民経済　　③組織体制　　④福祉　　　　⑤破産　　⑥貿易　　　　⑦人材
⑧倒産　　⑨経営理念　　⑩円滑化　　　⑪職業能力　　⑫研修　　⑬企業活動　　⑭抑制
⑮役務　　⑯産業　　　　⑰技能　　　　⑱基本理念　　⑲技術　　⑳労働力

問3　 次の文章は、中小企業組合について述べたものである。各設問中の A 及び B に入る適
切な組み合わせを選択肢①〜③の中から選びなさい。

（設問1）
　役員は、必要常置の機関であり、常に定款に定めた定数を充足すべきであるが、欠員が生ずることもある。
　この場合、組合運営上は早急に補充することが望ましいが、法律は、役員の定数の A を超える欠員が生じた
場合に、 B の補充義務を規定している。

中小企業組合検定試験に挑戦！（組合制度編）
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（一部本会で加筆のうえ掲載）

問4　 次に掲げたAからCは、「中小企業等協同組合法」「中小企業団体の組織に関する法律」の条文であ
る。下線が引かれた箇所の内容について、正しいものは○印、誤っているものは×印で解答しなさい。

A．中小企業等協同組合法（脱退者の持分の払戻）
第二十条　組合員は、第十八条又は前条第一項第一号から第四号までの規定により脱退したときは、定款の定める
ところにより、その持分の全部又は一部の払戻を請求することができる。
2　前項の持分は、脱退した時における組合財産によつて定める。

B．中小企業等協同組合法（設立の認可）
第二十七条の二　発起人は、創立総会終了後十四日以内に、定款並びに事業計画、役員の氏名及び住所その他必要な
事項を記載した書面を、主務省令で定めるところにより、行政庁に提出して、設立の認可を受けなければならない。

C．中小企業団体の組織に関する法律（組織変更）
第百条の三　事業協同組合、企業組合又は協業組合は、その組織を変更し、株式会社になることができる。

答え　 問1　中小企業が成長・発展していくにあたって企業同士の組織化は非常に重要な契機となりうる。第一
に、外部に対する交渉力を保持できる。中小企業は企業間で激しい競争が生じるため、大企業との取引
では不利な立場に置かれる傾向にある。よって組織化は中小間の過当競争を抑制し、取引先に対する地
位を強化することに資する。また、中小企業が資本や労働、知識等を出し合うことで企業単独では得られ
にくいメリットを獲得でき、規模の利益や連結の利益等を確保することで生産性も向上するため、経営の
安定化や経営基盤の強化にも役立つ。最後に、結束して業界全体の課題に取り組むことで、外部環境へ
の対応力も増すことができる。近年では人口減少やグローバル化、さらには新型ウイルスの流行等に代
表されるように、経営環境が激変している。このような変化に対応するため、全体の状況を把握して業界
の存続・発展を図る推進力に寄与することが可能となる。

　　　問2　A：⑱、　B：②、　C：⑫、　D：⑮、　E：④、　F：⑳、　G：⑪
　　　問3　設問1：③、　設問2：①、　設問3：①　／　問4　A：×、　B：×、　C：○

　①A：4分の1　B：2か月以内
　②A：2分の1　B：2か月以内
　③A：3分の1　B：3か月以内

（設問2）
　組合の議決事項には法律の定めによる法定議決事項と、定款の規定による任意議決事項とがある。法定議決事項に
は A 等のような出席者の過半数で決する普通議決事項と B 等の重要事項を3分の2以上で決する特
別議決事項とがある。

　①A：決算関係書類の承認　B：組合員の除名
　②A：定款変更　　　　　　B：組合の解散
　③A：組合員の除名　　　　B：借入金残高の最高限度

（設問3）
　「経費の分担に関する規定」は定款の A 必要記載事項であるから、 B を徴収しない組合であっても定
款に規定しなければならない。

　①A：絶対的　B：賦課金
　②A：相対的　B：出資金
　③A：相対的　B：手数料
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組合運営実務講習会を開催します 中小企業組合検定試験対策

　去る5月26日、ユネスコ世界遺産委員会の諮問機関イコモスにより、「北海道・北東北の縄文遺跡群」に
ついて世界遺産一覧表への記載が「適当」との勧告がなされました。今後は、第44回世界遺産委員会拡大会
合（7月16日から7月31日、オンライン開催）において、イコモスの評価結果を踏まえ、世界文化遺産登録
の可否が決定されます。
　今夏の登録実現となれば、平成19年に構成資産所在地の4道県知事が提案書を文化庁長官に提出してから、
実に14年越しの悲願が実ることとなります。

縄文時代を歩く②
垣ノ島遺跡　〜居住域と墓域の分離を示す集落跡〜

北海道環境生活部 文化局文化振興課 縄文世界遺産推進室　札幌市中央区北3条西6丁目／TEL：011-204-5168
函館市教育委員会生涯学習部文化財課 兼世界遺産登録推進室　函館市東雲町4番13号／TEL：0138-21-3563（直通）お問合せ先

　垣ノ島遺跡は、太平洋をのぞむ段丘上に立地する紀元前5,000年頃の集落跡
です。竪穴建物による居住域、大型の合葬墓と単独
墓からなる墓域が形成され、日常と非日常の空間が
分離していたことを示しています。
　竪穴建物からは漁網用の石錘が出土し、漁労が活
発に行われていたことを今に伝えます。墓には、こ
の地域に特徴的な幼児の足形を押し付けた粘土版が
副葬されることがあり、当時の葬制や精神性をうか
がい知ることができます。
　その後、紀元前2,000年頃になると、長さ190メー
トルを超える盛土遺構がつくられました。盛土から
は土砂とともに土器や石器などが大量に出土し、祭
祀・儀礼が継続して行われたことを示しています。

垣ノ島遺跡（北海道函館市臼尻町）紀元前7,000年〜紀元前1,000年
垣ノ島遺跡

　全国中小企業団体中央会による中小
企業組合検定試験は、今年も12月5日
に札幌市での実施を予定しています。
　中央会ではこの試験に向けて、「組合
運営実務講習会」を次のとおり開催し
ます。参加を希望される方は、今月号の
ニュースレポート中央会に同封された
申込書によりお申し込みください。
　受験予定者に限らず、組合運営の実
務についてより深く学びたいという方
の参加も歓迎いたします。

出典：JOMON�ARCHIVES
（函館市教育委員会所蔵）

盛土遺構
出典：JOMON�ARCHIVES
（函館市教育委員会所蔵）

石錘

出典：JOMON�ARCHIVES
（函館市教育委員会所蔵）

大型土坑墓
出典：JOMON�ARCHIVES
（函館市教育委員会所蔵）

足形付土版と石器

月　日 9月15日（水） 9月16日（木） 9月17日（金）
科　目 組合制度 組合運営 組合会計

・ 1日の講義時間は10：00〜13：00（前半）、14：00〜17：00（後半）の6時間です。
・ 前半は基礎的な知識、後半は試験問題の傾向と対策等について講義します。
・ 科目を選択して受講することもできます。

一般社団法人 北海道中小企業会館 
会議室 F

（ 札幌市中央区北1条西7丁目  
プレスト1・7 2階）

開催月日と内容

会　場
北海道中小企業団体中央会

（担当：企画情報部）
TEL：011-231-1919

お問合せ先

8 ニュースレポート中央会2021.8



令和2年度組合資料収集加工事業報告書より抜粋

湯めぐり風呂敷で環境保全と
日本の湯めぐり文化を推奨

黒川温泉観光旅館
協同組合
◉住所 〒869-2402熊本県阿蘇郡南小国町満願寺6594-3
◉設立 昭和36年2月　◉組合員数 25人
◉主な業種 旅館業　◉出資金 12,500千円
◉URL https://www.kurokawaonsen.or.jp/

背景・目的

　交通が不便な小さな温泉街の再興のため、またそ
の制約を強みに転換し、他の温泉地と差別化を図る
ため、1961年に組合を設立。その後、地域全体で黒川
温泉を盛り上げるなかで「黒川温泉一旅館」の理念が
生まれ、様々な取組を行ってきました。
　しかし平成28年に熊本地震を経験したことで、黒
川温泉の地域SDGs取組の必要性が共通認識とな
り、その一つの環境保全の象徴として「湯めぐり風呂

敷」の商品開発・販
売プロジェクトに
取り組むこととし
ました。

取組みの手法と内容

　平成28年の熊本地震の経験により、これからの黒
川温泉はどうあるべきか、どのような地域づくりを
していくのかなど、未来を話し合う機会として「黒川
みらい会議」を発足。黒川温泉三者協議会（黒川温泉
自治会、黒川温泉観光協会、黒川温泉観光旅館協同組
合）を中心に、行政・各機関・有識者・地域住民と連携
を図りながら黒川温泉のグランドデザインからアク
ションまでの協議において、黒川SDGsの一つであ
る環境保全の取組を検討しました。
　具体的な内容として、廃棄物となってしまう売店
のレジ袋の利用削減などによる「プラスチックごみ
削減活動」の取組を加速したいとの考えから、「湯め

ぐり風呂敷」の商
品開発・販売プロ
ジェクトを決定。
また、環境に配慮
した持続可能な日
本の湯めぐり文化
を黒川温泉から発信し、さらに推奨していきたいと
の思いからクラウドファンディングに挑戦すること
にしました。
　クラウドファンディング活用にあたっては、黒川
温泉観光旅館協同組合の現事務局長の人脈や成功事
例を探るなど、スタート前の準備に注力したことで、
最適なプラットフォームの選択と親近感のある募集
画像コンテンツ作成が実現し、成果獲得に結びつき
ました。

成果とその要因

　クラウドファンディングに対するコンセプトが明
確であり、知名度からくる積極的なメディア露出、日
常的に温泉を利用する年齢層に的を絞った位置づけ
で若年層をターゲットにしていたものが幅広い年代
にヒットし、資金調達
目的額を大幅に超えた
うえ、湯めぐり風呂敷
を片手に湯めぐりする
客が散見されるように
なりました。

全国の 事例紹介⑤先 進 組 合

クラウドファンディングを活用し、地域資源の活用・循環に取
り組む魅力ある温泉街へ。

Point
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◉組合の沿革を教えてください

　私たちの組合は、平成19年、北竜町で黒大豆「黒
千石」を作付けする農業者が集まり、生産・加工・販
売だけでなく、生産計画や種子供給をはじめ産地の
育成強化を図り、消費者のニーズに対応した産地づ
くりの有機的な推進を目的として設立されました。
　黒千石は、古くは家畜の飼料や緑肥作物として栽
培された北海道原産の黒大豆。直径5ミリほどの極
小粒大豆で、光沢のある黒色の種皮と緑色の実が特
徴です。私が子供の頃は、フライパンで煎ったもの
を臼で挽き、きな粉にしてよく食べたものです。かつ
てはたびたび食卓にのぼるポピュラーな食材でした
が、積算温度が高く、一般的な大豆に比べ多く日照
時間を要するなど、栽培方法の難しさから1970年代
に一度生産が途絶え、「幻の黒大豆」と呼ばれました。
　平成17年に北竜町、滝川市、乙部町の24戸の

農家が休耕地を活用して栽培を再開すると、現在で
は空知や石狩をはじめ道内12地区52戸の組合員が
作付けするまでになり、昨年は約250万トンを収穫
しています。

◉事業の現状を教えてください

　黒千石は、他の豆類に比べアントシアニンやイソフ
ラボンを多く含み、眼精疲労の回復や肥満予防、更
年期障害の軽減などに効果を期待できます。昨今の
健康食ブームでは、その豊富な栄養成分に注目が集
まり、納豆や豆腐だけでなく、清涼飲料水や菓子な
ど様々な加工食品の原材料として道内外の企業から
多く引き合いが来るようになりました。
　一年以上続くコロナ禍で、組合事業への影響を心
配する声も多くいただきましたが、私たちに限って言
いますと、売上はコロナ禍前から大きく伸びていま
す。納豆に含まれるアミノ酸の一種に感染の抑制効

ピックアップ 組合羅針盤

組合プロフィール

黒千石事業協同組合
代表理事：髙田 幸男
所 在 地：雨竜郡北竜町字碧水31番地1
電　　話：0164-34-2377
設　　立：平成19年3月
組合員数：52名
事　　業：農産物の共同加工・共同販売・共同保管

　第2回目は、栽培方法の難しさから一度はその姿を消した「幻の黒大豆」黒千石の生産から加工、販売まで
を一手に手がける黒千石事業協同組合の髙田 幸男理事長にお話を伺いました。

VOL.2　黒千石事業協同組合
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りや動物性食品を摂らない完全菜食主義者（ヴィーガ
ン）の増加を背景に市場規模は年々拡大しています。
黒千石の高い栄養価は大豆ミートを選好する消費者
のニーズに必ずマッチすると思いました。また、北竜
町には牛も豚も鶏もいないので、畜産物に替わる「代
替肉」として黒千石大豆ミートを北竜町の新しい特産
品に育てていければとも考えています。
　黒千石の大豆ミートは、一般的な大豆（白大豆）を
主原料とするものに比べ甘さが控えめで、湯戻しを
するだけでお肉同様に調理できます。北空知の小中
学校計16校の給食メニューに初めて黒千石大豆ミー
トを使った麻婆豆腐が出され、子供たちからは「普通
のお肉と変わらない」「おいしい」と評判だったようで
す。黒千石大豆ミートは栄養価が高く、洋の東西を
問わず様々な料理にアレンジできるので、ぜひお子
さんからお年寄りまでたくさんの人に味わってもらい
たいですね。

◉今後の展望を教えてください

　今、組合ではHACCP導入に向けて、中央会のアド
バイスを受けながら準備を進めています。より厳格な
衛生管理が求められる国際基準に対応していくことは、
安全安心につながるだけでなく、海外市場への展開
など今後新たなビジネスのきっかけになるはずです。
　北海道の雄大な自然に育まれた黒千石が二度と途
絶えることのないように、様々な取り組みを通じて、
一人でも多くの黒千石ファンを増やしていきたいと考
えています。

果があると報道され、納豆加工用の生豆に需要が集
中したのです。コロナが追い風になった形で、これは
まったくの予想外でした。
　購買層も変化しつつあり、対面販売を主としてい
た頃は、70〜80歳代の根強い女性客の購入がほと
んどでしたが、インターネット販売を開始したところ、
ギルトフリーやスーパーフードなど食の健康に高い関
心を持つ若年層の購入がぐっと増えましたね。売れ
筋は生豆で、お米と一緒に炊き込んで豆ご飯として
食べる方が多いようです。今後はより幅広い年代層
に訴求していくため、積極的なPRや新商品開発に取
り組んでいくつもりです。

◉新商品の開発秘話を教えてください

　色彩選別機の導入で、流通に乗らない選外品が増
えてしまい、なんとか活用できないか考えた末にたど
り着いたのが大豆ミートです。黒千石のロットの少な
さや、黒色の種皮が敬遠され、開発メーカー探しは
非常に難航しましたが、最終的には、道産大豆製品
などの小売・卸事業者「株式会社禅菜」（札幌市）の力
を借りて、岐阜県の食品加工会社とつながり、「添加
物ゼロ」「食の安全性」にこだわった世界初の「黒千石
大豆ミート」を昨年12月に商品化しました。
　大豆ミートとは、大豆の油分を搾油し、加熱加圧・
高温乾燥させて肉に近い食感や味になるように加工
した植物由来のお肉のこと。肉に比べて低カロリー
低脂質、高タンパク質なだけでなく、食物繊維や鉄分、
ミネラルなども豊富に含むことから、健康志向の高ま
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6月の道内景況　情報連絡員レポート
景況感は現状維持も　売上高、収益状況は落ち込みが見られる

景況天気図（前年同月比）

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

　全業種の主要DIの推移では、「景況」が若干回復し
たものの、「売上高」「収益状況」は上昇基調から低下
に転じた。
　業種別の比較では、製造業は「売上高」「資金繰り」

「雇用人員」の3項目で、非製造業では「売上高」「収益
状況」「販売価格」「取引条件」「雇用人員」の5項目で
マイナスが拡大している。
　情報連絡員報告によると、製造業は、米国や中国
の景気回復基調を受けて材料の売り手市場が形成
され、建築材や鋳造資材が高止まり状態になってお
り、原材料の確保や製品価格転嫁に苦慮している組
合が多い。非製造業では、緊急事態宣言解除後も生
活必需品以外の買い控え傾向が根強く、飲食・ホテ
ル・観光業を中心に先の見通しを不安視する声が多
く聞かれた。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

全業種 製造業 非製造業

5 月 6 月 前月比 5 月 6 月 前月比 5 月 6 月 前月比

業界の景況 3.5
→

8.8
→

0.6
→

△31.9 △28.4 △28.1 △19.4 △33.9 △33.3

売 上 高 △9.5
→

△3.2
→

△12.9
→

△12.1 △21.6 0.0 △3.2 △18.6 △31.6

収 益 状 況 △3.2
→

5.6
→

△8.0
→

△27.5 △30.7 △25.0 △19.4 △28.8 △36.8

販 売 価 格 △4.4
→

3.2
→

△8.5
→

4.4 0.0 0.0 3.2 6.8 △1.8

取 引 条 件 4.0
→

12.7
→

△0.7
→

△15.4 △11.4 △6.3 6.5 △20.3 △21.1

資 金 繰 り 7.3
→

△0.4
→

11.5
→

△18.7 △11.4 △12.5 △12.9 △22.0 △10.5

雇 用 人 員 △3.6
→

△3.2
→

△3.9
→

△6.6 △10.2 0.0 △3.2 △10.2 △14.0

主要 DI の推移
0.0

－10.0

－20.0

－30.0

－40.0

－50.0

－60.0

－70.0

－80.0

景況 売上高 収益状況

R2.6 7 8 9 1211 R3.1 2 3 4 5 610
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・公共工事に関しては年度初めの入札物件が出てきているが、件数に関しては例
年より少なく感じる。また、落札金額も狭い範囲の金額幅の中で各社が競い合
う状況も増えてきている。民間工事は、道内の地域によって工事案件の規模や
数に大きな偏りがあるようで、それぞれの地元の物件だけでは十分な仕事量を
確保できない企業も出てきている。工事の受注金額は、他社と今まで以上に競
い合っていかなければならない中、電線を始めとする資材費や労務費の上昇を
どのように調整し、原価を詰めていくのかが大きな課題となっている。

� （電気工事／全道）
・組合員は前月に発注されたメーター交換や老朽管更新工事を引き続き対応して
いる。月末には追加の老朽管更新工事が発注され、残りは本管工事が数本あ
る。� （管工事／名寄）

・外資系の医療機器緊急配送案件についてコストカットを求められている。協同
組合としての売上はコロナ渦でありながら落ち込んでいないが、組合員個々の

仕事は厳しい状態が続いている。� （一般貨物自動車運送／全道）
・全般的に貨物量が減っている。緊急事態宣言下で休業する飲食店が多く、関わ
る商材の動きは減少した。まん延防止等重点措置に移行後はレンタカー利用の
給油客が多少増えつつあり、観光客も少しずつ増加しているようだ。

� （一般貨物自動車運送／小樽）
・燃料価格が上昇傾向にあり、動向を注視している。
� （一般貨物自動車運送／苫小牧）
・飲食店向けの貨物は引き続き低調な状況。日用品・雑貨は多少減少したものの
コロナの影響は少ない。域内輸送は前年並み。5月以降原油価格が高騰し、収
益面でも悪化している。� （一般貨物自動車運送／石狩）

・売上高は前年同月比 34.8％減少。乗務員数は前年同月比 16.6％減少。5月分
チケット取扱高は前年同月比 25.1％増加。� （一般乗用旅客／旭川）

非製造業（建設・運輸業）

・コロナ禍で販売減となった組合員が目立つ。量販店に納入する業者からは、納
入先からの要求が多くなっているとの話も聞く。� （水産食料品／小樽）

・コロナが収束しない限り、業務用商品の出荷量が元に戻ることはないため、こ
のまま微減が続くと思われる。� （味噌・醤油／全道）

・観光チャネル・業務用チャネルは依然厳しい状態が続いている。�（飲料／全道）
・製材市況、原木市況ともにカラマツ、エゾ・トドマツ強保合。カラマツ原木はこ
こに来て梱包等の受注が増加し、在庫増しに動く気配が出てきている。梱包、
ラミナ、製材の受注は順調で、本格的に動きつつある模様。エゾ・トドマツ原
木も、冬場に民材の伐採が控えられたことから不足感が出てきている。今後は
国有林等から供給がある模様だが、需要に足りるかが心配。紙原料は、紙需要
が大きく増加している模様で、工場がフル稼働している話も聞く。木質バイオ
マス原料は順調に集荷されている。外材の高騰で輸入製材の入荷が少なくなっ
ており、建築材を取り合う動きが激しくなっている。今後、ウッドショックの影
響がどう波及するか様子を見る必要があると思われる。� （一般製材／全道）

・前年同期比で受注量は増加。原木入荷量は少なく、受注対応に苦慮している。
� （一般製材／中川郡）

・6月の生コン出荷量は前年同月比 114.9％の約 341千m3。
� （窯業・土石製品製造業／全道・生コン）
・コロナの影響で売上は減少傾向にある。新築物件の絶対数が低迷状態。
� （窯業・土石製品製造業／全道・ガラス）
・銑鉄、スクラップ、シリコン、カーボン、銅、亜鉛、他鉄製品が昨年同期比
130％〜 200％に高騰している。米国や中国の好景気が材料の売り手市場を形
成しているようだ。製品価格転嫁を要請しているが、必ずしも順調ではない。

� （銑鉄鋳物／全道）
・国内造船所は新造船受注が好調で、特に燃料性が良く環境性能の高い新造船の
発注が増加している。将来の燃料として期待されているアンモニアや水素など
の研究開発を各社進めている状況。修繕船工事（漁船、保安庁船）や橋梁関
係、函館造船所向け造船ブロックが順調で、仕事量は確保されており、先の見
通しは明るい。� （金属製品／室蘭）

・コロナの影響は残っているが、少しずつ工場も動いてきている。
� （金属機械工作／全道）

製造業

・緊急事態宣言で大型商業施設の営業が縮小した結果、全般的に売上は大幅ダウ
ンした。消費は生活必需品以外の買い控えが顕著となっており、商談や会合、
社交の場が激減している影響でファッションやビジネス関連商品で落ち込みが
激しい。前年のような給付金もなく、購買意欲は低下したままで、収益状況も
悪化している。� （各種商品／札幌）

・6月期の当組合買付高は仲卸、荷受合計で先月 1月期実績から伸長した。全国
的に青果生産物の供給量が伸び、昨年収穫の貯蔵品と今期の新物の端境期を越
えて安定供給に繋がった結果と思われる。北海道は 6月までの低温が影響し、
全体的な生育遅れが生じるため、今後どの程度挽回できるかにかかっている。
依然として天候不順、異常気象による悪影響の懸念があり、予断を許さない状
況である。� （野菜・果実／札幌）

・当月は、コロナ禍を受けた内食化傾向で前年最も伸長した期間であるため、そ
の反動が大きい。大型連休に若干の人出があり、土産商品も幾分卸したが、相
対的には引き続き厳しい市況下にある。� （菓子／全道）

・電線・ケーブル商品の建値となる銅ベース単価が高止まり状態であり、なかな
か販売価格に転嫁できず、収益の減少が続いている。� （電気資材／全道）

・ウッドショックの影響で道産材製品の動きが活発になっている。�（木材／全道）
・物販は前年比 80.6％と大幅減となった。昨年はキャッシュレス消費者還元事
業の最終月で、駆け込み需要・巣ごもり需要により家電・家具が大幅に増加
し、一昨年と比較して 112％に増加した月だったが、本年は同業種が前年比
50％〜 60％代と大きく減少した。金融は昨年比で 123.5％と大幅に増加した
が、昨年が一昨年比 55.3％と過去最大の減少を記録した月で、一昨年と本年
との比較でも 68.3％と依然として需要が戻らず厳しい状況が続いている。

� （各種商品／旭川）
・緊急事態宣言が解除された後も客足・売上の減少が止まらない。
� （各種商品／小樽）
・6月取扱高は前年比 102％だが、前年はコロナ禍の影響を受けていたため良い
状況とは言えない。緊急事態宣言が消費経済に与えた影響は現状大きく、ワク
チン接種が早急に進み、経済活動が一気に改善することを期待したい。

� （各種商品／苫小牧）
・コロナ禍の影響で、インバウンド観光客の消失や国内観光客の減少など朝市を
取り巻く環境は極めて厳しい。旅行もままならない地元市民をターゲットに、
手頃な価格でランチやテイクアウト商品を提供する新企画をスタートした。

� （各種商品／函館）
・売上高は対前年比 81.44％の実績。来店客数も減少した。依然として飲食店へ
の納品業務は苦戦している。� （野菜・果実／札幌）

・緊急事態宣言が解除され、観光客や団体ツアーも徐々に戻ってきている。今年
はトキシラズが不漁で価格も高騰した。� （鮮魚／釧路）

・ワクチン接種が徐々に進んでいるが、未だ売上に影響を及ぼすほどではなく、
飲食・観光・ホテル業の回復は見えない。魚は、ホテルや高級店で使うカンパ
チ・大トロ・鯛など高級魚の価格が下がっているが、売り先がなく、商品がダ
ブついている。今後のイカ・サンマ・鮭等の入荷増を期待している。

� （各種食料品／札幌）

・原油価格は 4月以降上昇傾向にあり、6月は 1バレル当たり 70ドル台前半の
水準と今年の最高値を更新中で、今後も更なる高騰が懸念される。原油価格の
コスト増分は随時小売価格に反映させているものの、安値市況が続く一部激戦
地では地場中小零細企業の経営は厳しい。ガソリンの販売量は例年と比べ全国
的に減少しており、コロナ禍以前の状況には回復していない。まん延防止等重
点措置の実施による、更なる企業活動及び人の流れの停滞や、高値感によるガ
ソリン販売への影響が懸念される。� （燃料／全道）

・緊急事態宣言解除により、観光需要の回復に期待していたが、動きは鈍い状
況。原油価格も上昇傾向にあり、業界全体で厳しい経営状況が続いている。

� （燃料小売業／稚内）
・6月の卸値は原油価格上昇から改定で推移、小売店の販売価格も大勢は価格改
定推移の模様。収支状況は従来と同じく量販店の攻勢により厳しい利益口銭に
圧縮され、コロナによる減販影響もあり、利益は横ばい状態のようだ。

� （燃料小売業／旭川）
・調理家電や加湿器など話題の小型家電商品は店頭売りが中心のため、訪問販売
を主とする小型電器店は巣ごもり需要の恩恵を受けていない。今年は昨年より
エアコン販売が遅れており、売上は減少している。� （電機機械器具／全道）

・コロナ禍ではあるが、各社とも対策を講じ、昨年並みの業績を確保している。
� （農業用機械器具／全道）
・小売は前月比で多少動いている。新車の納車遅れ等商品自動車の流通不足や相
場高の影響で仕入に苦労しているようだ。� （中古自動車／札幌）

・天候が回復し売上増を期待していたが、緊急事態宣言発令で外出が憚られる状
況だったため、売上台数は伸びなかった。昨年から続く自転車や部品の入荷遅
れの影響もじわじわ現れてきている。� （自転車・自動車／全道）

・地元百貨店の 5月売上高は前年同月比 21.0％増の 2億 7千 2百万円。6月共
通駐車券の利用は前年同月比 53.0％、買物共通バス券は前年同月比
104.3％。緊急事態宣言は解除されたものの依然厳しい状況が続いている。

� （帯広市／帯広）
・緊急事態宣言の解除を受け、休館していた 2施設が営業を再開、町独自の宿泊
助成事業も再開したが、6月の集客数はかなり厳しい。� （旅館／音更）

・大きな混乱はないが、引き続き利用者の増加は望めない状況。燃料等重油の値
上げも大きな負担となっている。� （公衆浴場／全道）

・政府主導の来春大卒者の就職採用試験が 6月 1日からスタートした。試験は
オンライン方式が定着しつつあるが、人材不足の道内中小 IT 企業はインター
ンシップを採用の切り口にして解禁前から採用活動を進めている企業が多い。
理工系を卒業する技術系人材は売り手市場で、なかなか中小 IT 企業での採用
は難しい。最近は一般企業でもDX化のためのデジタル人材の採用が多く、採
用の厳しさに拍車をかけている。そのため、人材不足、人手不足を抱える道内
中小 IT 企業は新卒者や転職者を区別することなく通年で採用している。IT 企
業にとっては賃金の上昇も離職防止に必要で、新卒者のミスマッチ退職を防止
することや、いかに熟練技術者の離職を抑えるかも喫緊の課題となっている。
仕事の需要は増加しているが経費も上昇しているため収益が思うように伸長し
ていないのが実情。� （ソフトウェア／全道）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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道南産品の魅力を冊子「南北海道食彩王国」で紹介
　渡島総合振興局では、渡島・檜山管内の食にまつわ
る魅力を紹介するハンドブック「南北海道食彩王国」
を製作しており、約9年ぶりに全面改定を行った最
新版を4月30日にホームページ上に掲載しました。
　このハンドブックには道南の食材238品目が掲載

され、それぞれの詳細
や旬の時期、販売元の
情報、料理人や生産者
への取材記事など、道
南の食材の魅力に多方
面から迫る内容となっ
ています。
　また、北海道・北東北
の縄文遺跡群の世界遺
産登録を目前に控える

「縄文」、今年に入って

2つの酒蔵が作られ注目を浴び
る「日本酒」、近年漁獲量が増加
している「ブリ」、老舗ワイナ
リーの参入などで盛り上がりを見せている「ワイ
ン」、古くから特産品として知られる昆布をはじめと
した「海藻」という、今後道南で成長が期待される5
つのキーワードが特集されており、注目の理由やこ
れからの展望などが紹介されています。
　ホームページでは、ハンドブックに掲載されてい
る全ての食材をエリアやカテゴリー別に検索できる
ようになっています。道南にお越しの際は、ハンド
ブックを片手に、道南ならではの食を楽しんでみて
はいかがでしょうか。

SDGs 研修会が開催されました！
　令和3年7月7日、ホテ
ル日航ノースランド帯広
において、協同組合帯広
卸売センター（横川真和
理事長、組合員29名）が
本会の「組合活性化助
成事業（研修会費用の一

部を助成）」を活用し、「SDGsを踏まえた企業経営者とし
ての役割」をテーマとした研修会を開催しました。
　本研修会は、企業が取り組めるSDGsを学ぶことで、組
合員企業における既存事業の拡充や再構築の契機とな
ることを目的として、（独法）中小企業基盤整備機構北海
道本部の中小企業アドバイザー早坂氏を講師にお招き
し、ご講話いただいたものです。
　始めに、SDGsを構成する17のゴールとそれを達成す
るための169のターゲットについて説明があり、続いて、

ゴールに向けた課題が山積するな
かで一企業として何ができるのか
提言がなされました。また、昨今は
SDGsが学習指導要領に組み込まれるなどした結果、企
業のSDGsの取組に関心をもつ若年者が増加しており、
就職先を選ぶ際、SDGsに取り組んでいない企業への入
社を避ける傾向も出てきているとのことです。
　研修後、参加者からは「経営者層の理解が低いとのこ
とでより研鑽していきたい。」「異業種組合のため、組合員
の業種も方向性も異なるが、持続的な社会を作るという
面では企業の責任は変わらないと思うので、取り組める
ことから取り組
んでいきたい。」
など前向きな意
見が聞かれ、大変
有意義な研修と
なりました。

渡島総合振興局ホームページ
「南北海道食彩王国」
http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/
ss/srk/new_shokusai/top.htm

支部だより

十勝支部（帯広市） 所管／十勝総合振興局管内
駐在職員／牧村事務所長・竹内主事

道南支部（函館市） 所管／渡島総合振興局・檜山振興局管内
駐在職員／伊藤事務所長・白吉主事
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美幌町内に響き渡る音色で町民を笑顔に！
　協同組合びほろ生き活き商店街（代表理事佐藤修
三、組合員16人）では、美幌の活力共創事業として、6
月から9月の第2・第4土曜日に、ストリートピアノ演
奏会「イキイキピアノ」を開催しています。
　この「イキイキピアノ」は昨年、屋外でピアノ演奏
を楽しんでもらう目的で実施した「街なかdeピアノ
事業」が好評だったため、今年も引き続きの開催が決
定したものです。コロナ禍で落ち込む商店街に少し
でも活気を取り戻し、美幌町民を笑顔にしたいとい
う思いで実施されています。
　参加者は子供からお年寄りまで幅広く、コンサー
トなどライブイベントが減少していることを受け、
このストリートピアノ演奏会を楽しみにしている
ファンも多いとのこと。ピアノだけにとどまらず、持
ち込みでサックスやオカリナ等を演奏する参加者も
おり、会場にはさまざまな音色が響き渡ります。

　演奏会の模様は、商店街の
facebookページでライブ配信
しており、外出が難し
い場合でも演奏会を楽
しむことができるよう
に工夫を凝らしていま
す。
　今年はピアノを軽ト
ラックに載せて町内を
練り回る新企画「軽トラピアノ」も登場。商店街を飛
び越えて、美幌町内に明るく楽しいピアノの音色を
響かせています。
　普段からピアノに親しんでいる方も、そうでない
方も、この機会にぜひ「イキイキピアノ」を体験して
みてはいかがでしょうか。

＃おうちでおたる　オンラインで楽しむ小樽コンテ
ンツ

　一般社団法人小樽観光
協会が運営する超発信型
小樽ファンサイト「キタ
ル、オタル。」では、SNS
と連携しながら、小樽市
に関するさまざまな情報
を発信しています。

　なかでも、新型コロナウイルス感染拡大の状況下
で、「なかなか小樽に足を運べないけど、小樽を楽し
みたい」という方向けのコンテンツ「＃おうちでおた
る　オンラインで楽しむ小樽コンテンツ」は、市内の
博物館や観光名所をVR映像や360℃カメラ（スト
リートビュー）で体感でき、自宅にいながら小樽気分
を味わえます。
　現在、小樽市総合博物館の運河館と本館屋外展示

場、運河プラザ（小樽市観光物
産プラザ）、小樽百貨UNGA↑

（旧小樽倉庫事務所棟）、小樽運
河クルーズ（小樽ゆき物語編）がVRで堪能できるほ
か、360℃カメラでは、小樽市総合博物館本館と蒸気
機関車資料館、運河館が楽しめます。
　特にVRは、施設内等の映像を見るだけでなく、
バーチャル学芸員の解説が聞けたり、VRショップで
商品のオンライン購入ができたりするなど、よりリア
ルに近い形で小樽を体験できる内容となっています。
　ご興味のある方は、おうち時間を活用して、小樽の
新たな魅力に触れてみてはいかがでしょうか。VR
などは、下記QRコードまたは「キタル、オタル。」
ホームページでご覧になれます。

「びほろ生き活き商店街」facebookページ
https://www.facebook.com/bihoro.ikiiki/

「キタル、オタル。」ホームページ
https://otaru.jp/

後志支部（小樽市） 所管／後志総合振興局管内
担当／連携支援部　平松主任

網走支部（網走市） 所管／オホーツク総合振興局管内
駐在職員／外川事務所長・田中主事
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　一

副
理
事
長

住

本

邦

裕

副
理
事
長

福

井

克

美

札
幌
鉄
工
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
二
丁
目
二
―
十
二

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
一
―
五
二
一
一
番

理
事
長

藤

枝

靖

規

全
国
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
副
理
事
長

北
海
道
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

札
幌
公
衆
浴
場
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
六
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
九
三
四
一

理
事
長

小

　西

　廣

　幸

北
央
信
用
組
合

理
事
長

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
六
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
八
丁
目
七
―
一

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）
二
六
一
―
九
一
五
一

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
六
一
―
九
一
五
〇

h
ttp
://w
w
w
.h
o
k
u
o
h
.sh
in
k
u
m
i.jp
/

渡

辺

欣

也

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
五
丁
目
一
番
地

北
海
道
林
業
会
館
4
F

電

　話

　（
〇
一
一
）二
七
一
―
七
〇
七
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
七
一
―
七
〇
七
四

北
海
道
信
用
組
合
協
会

会

　長

浅

山

廣

司

〒
060
―

0004

一
般
社
団
法
人

北
海
道
菓
子
卸
商
業
組
合

副
理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
十
五
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
六
三
―
三
七
五
六

谷

　保

　寿

　彦

理
事
長

戸

　澤

　
　
　亨

江
別
工
業
団
地
協
同
組
合

江

別

市

工

栄

町

十

五

番

地

の

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
二
六
二

代
表
理
事

杉

野

邦

彦
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本　部

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
一
丁
目
五
番
地

　大
通
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
号
館
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
〇
四
七
四

官
公
需
適
格
組
合

　情
報
創
造
事
業
協
同
組
合

理
事
長

柏

倉

正

剛

北
海
道
青
果
商
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
三
条
東
十
四
丁
目

電

話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
一
二
六

　
橋

秀

典

北
海
道
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

会

　長
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
八
丁
目
八
十
六
番
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
一
八
一
五
番

佐

藤

安

幸

札
幌
丘
珠
鉄
工
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
丘
珠
三
条
四
丁
目
三
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
九
一
―
一
二
二
一

F
A
X

　〇
一
一
―
七
九
一
―
一
二
二
三

理
事
長

遠

　藤

　元

　士

〒
007

0883
ー

北
海
道
電
機
商
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
二
十
五
条
西
三
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
〇
九
―
五
四
三
九

F
A
X

　〇
一
一
―
七
〇
九
―
五
七
一
九

青

木

昭

二

守
　
田
　
敏
　
治

北
海
道
紙
器
段
ボ
ー
ル
箱
工
業
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
十
二
丁
目
一
番
地

電
　
話
　（
〇
一
一
）二
二
一
―
七
五
七
五

理
事
長

協
同
組
合

　札
幌
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

守

　
　
　和

　彦

事
務
局
〒
060
―
0906
札
幌
市
東
区
北
六
条
東
四
丁
目
一
│
七

電

　話（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
〇
一

F
A
X（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
九
七

北
海
道
自
動
車
整
備
協
同
組
合
連
合
会

会

　長
札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
一
―
七
一
〇
七

瀧

川

雅

司

副
会
長

竹

川

秀

幸

北
海
道
印
刷
工
業
組
合

理
事
長

岸

　
　
　昌

　洋

札
幌
市
豊
平
区
美
園
三
条
五
丁
目
一
番
十
五
号

原
ビ
ル
四
階

電 

話 

〇
一
一
―
五
九
五
―
八
〇
七
一
番

札
幌
電
気
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
三
丁
目
二

　
　
　
　
　
　北
海
道
電
気
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
七
七
一
番

理
事
長

小
野
寺

　涼

　一

副
理
事
長

住

　本

　邦

　裕

副
理
事
長

鈴

木

暁

彦
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本　部

北
海
道
製
紙
原
料
直
納
商
業
組
合

理
事
長

長
谷
川

　裕

　一

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目
一
―
五

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
五
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
五
五
一

札
幌
市
清
田
区
真
栄
四
〇
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
四
―
二
一
〇
〇

協
同
組
合
ニ
イ
イ
チ
物
流
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石

川

　
宏

札
幌
中
央
信
用
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）
二
三
一
―
八
一
三
六
番

フ
ァ
ッ
ク
ス

　（
〇
一
一
）
二
二
二
―
一
九
八
三
番

h
ttp
://w
w
w
.sa-ch

u
sh
in
.sh
in
k
u
m
i.jp
/

浅

　山

　廣

　司

〒060－8513

北
海
道
石
油
商
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
一
条
六
丁
目
十
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
二
―
八
一
一
一

伊

藤

　
豊

出

村

良

治

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

会

　長
〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

松

原

正

和

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会（
道
木
連
）

代
表
理
事
会
長

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
五
丁
目
一
番
地

林
業
会
館
三
階

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
三
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
四
番

事
務
所

北
海
道
食
糧
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
九
丁
目
南
二
―
七

電

　話

　〇
一
一
―
八
四
六
―
二
一
九
一
番

理
事
長

武

田

俊

昭

北
海
道
電
気
資
材
卸
業
協
同
組
合

理
事
長

三

神

　
司

札

幌

市

中

央

区

大

通

東

三

丁

目

二

　

　

　

　

　

　北

海

道

電

気

会

館

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
七
一
―
二
九
三
一

官
公
需
適
格
組
合
千
歳
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
五
―
六
九
〇
〇

代
表
理
事

茎

　津

　俊

　爾

副
理
事
長

浜

　
　
　聡

　彦

専
務
理
事

今

　野

　弘

　隆

常
務
理
事

五
十
嵐

　
　
　剛
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本　部

北
海
道
砂
利
工
業
組
合

理
事
長

小

　澤

　由

　明

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一

原
田
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
三
八
一
番

協
同
組
合
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
二
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
三
三
―
七
三
―
七
一
一
一
番

梅

本

成

利

札
幌
建
設
運
送
株
式
会
社

h
t
t
p

:
/
/
w

w
w

.
s

a
k

k
e

n
s

o
.
c

o
m

/

〇
〇
三
―
〇
〇
三
〇 

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
六
番
四
三
号

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
六
三
―
三
六
六
六
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）
八
六
二
―
八
二
三
四
番

代
表
取
締
役

矢

　部

　和

　彦

札
幌
発
寒
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

福

田

年

勝

札
幌
市
西
区
発
寒
十
六
条
十
四
丁
目
五
―
二
五

T
E
L

　〇
一
一
―
六
六
三
―
四
三
一
一
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
六
三
―
八
三
〇
一
番

札
幌
塗
装
工
業
協
同
組
合

理
事
長

大

島

一

哉

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目

　
　
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

〇
一
一
―
八
二
二
―
四
一
一
六

佐

藤

和

人

株
式
会
社
ほ
く
せ
ん

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
一
丁
目
北
専
ビ
ル

代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
街
商
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
五
条
西
十
四
丁
目
一
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
六
│
五
二
六
〇

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

二
丹
田

　祐

　次

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

副
理
事
長

冨

　田

　保

　朗

北
海
道
税
理
士
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
三
―
一
三
三
五
番

石

川

信

之

官
公
需
適
格
組
合

札
幌
市
管
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
八
丁
目
八
六
番
一
〇
号

T
E
L

　（〇
一
一
）二
二
二
―
一
八
一
一（
代
表
）

F
A
X

　（〇
一
一
）二
二
二
―
三
〇
二
一

理
事
長

佐

　藤

　安

　幸

〔
豊
富
な
経
験
〕〔
優
れ
た
技
術
〕〔
ま
か
せ
て
安
心
〕

水
ま
わ
り
の
こ
と
な
ら
札
管
協
修
繕
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

〒
060

0032
―

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　〇
一
二
〇
―
二
二
四
―
八
八
九
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本　部

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

北
海
道
知
事
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会
会
員

厚
生
労
働
大
臣
認
可

★
札
幌
市
内
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
健
康
の
保
持
、
増
進
を
目
的
と
し
た

　施
術
料
助
成
事
業
の
取
扱
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

各
種
健
康
保
険
取
扱
サ
ポ
ー
ト

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 

三
階

電

　話

　〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

瀧

川

雅

司

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

島

崎

一

則

事
務
局
063

0801
ー

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

七

　條

　
　
　稔

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

相

馬

純

一

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
六
四
五
七

理
事
長

安

田

謙

一

髙

井

　
美

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番
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本　部

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

堀

　崎

　幸

　博

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

藏

　重

　
　
　満

副
理
事
長

中

川

伸

一

専
務
理
事

石

田

雅

久

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

中

山

　
俊

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
一
〇
丁
目
四
番
地

（
第
二
タ
イ
ム
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

副
理
事
長

中

　谷

　
　
　修

理
事
長

阿

部

悦

夫

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

渡

邉

高

和

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

片

岸

俊

幸

北
海
道
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

大

畑

範

義
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本　部

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安

田

浩

康

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電
　
話
　
（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今
　
井
　
一
　
彦

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

横

　山

　好

　子

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

官
公
需
適
格
組
合

　北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

川

島

隆

司

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

松

浦

良

一

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理
事
長

石

田

直

樹

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

北
海
道
板
硝
子
商
工
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
美
園
十
条
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
│
八
六
七
│
〇
三
四
六

十

　河

　力

　也

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

服

部

好

泰

理
事
長

清

　水

　
　
　博

〒
〇
六
二
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
│
二
十
七

電

　話

　（
〇
一
一
）八
五
三
│
七
七
二
二
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

　理
事

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　支
部
長

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局
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本　部

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

成

田

眞

一

北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
送
事
業

　
　
　
　
　
　
　協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
一
五
五

F
A
X

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
八

野

　村

　佳

　史

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

谷

　
　
　明

　郎

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

北
海
道
建
具
工
業
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
四
―
七
六
三
八

安

　本

　勝

　弘

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

岡

　本

　繁

　美

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

北
海
道
古
物
商
業
協
同
組
合

﹇
事
務
局
・
物
流
セ
ン
タ
ー
﹈

〒
〇
〇
七
ー

〇
八
四
八
　
札
幌
市
東
区
北
四
八
条
東
五
丁
目
二
ー
二
一

T
E
L
.011 -752 -8655

　

F
A
X
.011 -752 -8656

E
-
m
a
i
l

●i
n
fo
@
h
-
k
o
b
u
t
s
u
.c
o
m

U
R
L

●h
ttp
://w

w
w
.h
-k
o
b
u
ts
u
.c
o
m

北
海
道
絵
画
商
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
二
丁
目

K
T
三
条
ビ
ル
二
F

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
一
〇
―
五
九
一
一

理
事
長

河

　井

　昭

　夫

エ
ス
ピ
ー
シ
ー
北
海
道
理
容
美
容

　
　
　
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
東
一
丁
目
一
―
十
二

フ
ラ
ー
テ
札
幌
4
F
　
イ
ッ
ポ
札
幌
内

電
　
話
　
〇
一
一
―
二
三
二
―
八
七
二
七
番

F
A
X
　
〇
一
一
―
八
七
六
―
八
二
六
五
番

代
表
理
事

工

藤

千

里

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

榊

　
　
　保

　二

札
幌
市
製
紙
原
料
事
業
協
同
組
合

理
事
長

金

児

明

裕

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
一
丁
目
サ
ン
経
成
ビ
ル

　二
階

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
二
三
―
二
〇
一
〇

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
十
八
丁
目
一
―
十
九

北
海
道
鉄
道
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
六
―
一
五
三
二

勝

部

賢

志

北
海
道
商
工
連
盟

会

　長

峰

　崎

　直

　樹
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本　部

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地
イ
ハ
ラ
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

木

戸

善

幸

e-mail  bewaysapporo01@gmail.com
URL  http://www.be-way-hokkaido.net/
FAX　　　011－642－6065
PHONE　011－642－6066
BEAUT20 2階
札幌市中央区南2条西20丁目1番1号
〒064－0802

理事長
大野　博繁

札幌美容協同組合

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
五
丁
目
二
番
四
十
号

ク
レ
ス
ト
コ
ー
ト
北
大
前
一
階

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
央
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
八

長
谷
川

　朋

　弘

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
清
田
区
美
し
が
丘
一
条
四
丁
目
一
―
十
二

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

石

　上

　
　
　剛

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
四
番
五

電

　話
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
一
六
一

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
二
〇
九

成

田

眞

一

理
事
長

会

　長

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地

イ
ハ
ラ
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

木

　戸

　善

　幸

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

西

田

耕

二

代
表
理
事

笠
　
松
　
利
　
紀

毎
日
軽
自
動
車
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー

五
丁
目
六
番
六
五
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
七
八

F
A
X
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
六
五

共
通
産
業
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
白
石
区
本
通
十
八
丁
目
一
―
一

第
五
栄
輪
ビ
ル
3
F
―
B

電

　話

　〇
一
一
―
五
九
八
―
一
三
六
八

福

沢

誠

人

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満
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本　部

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

問

谷

功

三

代
表
理
事

石

　川

　信

　男

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札

幌

市

中

央

区

南

八

条

西

十

五

丁

目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　副
支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

h
ttp
://satto-k

ojin
tax
i.com

/

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

さ
く
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
七
丁
目
三
番
二
十
六
号

T
E
L

　〇
一
一
―
二
一
五
―
一
二
〇
一

F
A
X

　〇
一
一
―
二
一
五
―
一
二
一
五

八

谷

一

平

〒
064－
0808

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

山

　田

　耕

　作

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

齋

　木

　良

　一
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本　部

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

桑

山

正

人

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

新
井
田
　
　
　
保

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
西
の
里
南
一
丁
目
一
番
地
七

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
五
―
三
九
八
八

水

澤

政

幸

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

日
高
地
方
廃
タ
イ
ヤ
協
同
組
合

理
事
長

沙
流
郡
日
高
町
富
川
西
十
二
丁
目
六
十
九
番
地
一
〇
四

電

　話

　〇
一
四
五
六
―
三
―
〇
〇
五
〇

元

　島

　勝

　利

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

冬

澤

　
豊

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

坂

　
博

官
公
需
適
格
組
合

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
〇

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇
番

理
事
長

小

原

敏

嗣

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
南
一
丁
目
三
一
三
番
地
五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史
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本　部

札幌地方中小企業団体事務長会

オホーツク中小企業団体事務長会

室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会

苫小牧地区中小企業団体事務長会

十勝地区中小企業団体事務長会

函館地区中小企業団体事務長会

道北地区中小企業団体事務長会

釧根地区中小企業団体事務長会

後志地区中小企業団体事務長会

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

村 田 京 華

飯 田 敏 勝

片 桐 崇 意

牧 　 野 　 敏 　 夫

三 日 市 　 則 　 昭

高 橋 正 幸

上 　 西 　 淳 　 一

横 　 田 　 　 治

西 川 清 光

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

安

藤

慎

也

副
会
長

渡

部

正

益

副
会
長

熊

谷

広

司

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

山

　岡

　芳

　夫

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

浜

　岡

　雄

　史

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

山

田

耕

作

副
会
長

佐

　藤

　安

　幸

北
海
道
税
理
士
デ
ー
タ
通
信
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
三
条
五
丁
目
六
番
四
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
五

吉
田
聡
税
理
士
事
務
所

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
二
丁
目
十
一
│
一

ノ
ー
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
大
通
東
九
階
H
室

税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
〇
五
五
五

佐
々
木

　
　
　優

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
ib
a
-K
rj@
m
u
b
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864
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本　部

有
限
会
社
プ
ロ
・
ア
シ
ス
ト

　
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役

電

話

〇
一
一
―
八
二
〇
―
一
一
八
六

後

藤

真

澄

お
お
も
と
経
営
セ
ミ
ナ
ー
さ
っ
ぽ
ろ

代
　
表

札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
十
三
丁
目
一
│
一
一
六

Y
N
北
5
条
ビ
ル
六
F

〇
九
〇
│
四
八
七
九
│
六
二
七
〇

大

本

佳

典

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　札
幌
支
社

〒
060

0042
ー

支
社
長

江
発
田

　智

　久

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
二
│
六

電

　話

　〇
一
一
（
二
四
一
）
二
〇
二
一

え

　ば

　た

公
認
会
計
士

　柿
澤

　

　事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士札
幌
市
白
石
区
南
郷
通
十
四
丁
目
南
三
番
十
一
号

ラ
ス
コ
ム
13
ビ
ル
　四
階

電

　話
（
〇
一
一
）
八
六
一
│
七
〇
七
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
六
一
│
七
〇
七
一

柿

　澤

　
　
　

札
幌
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙

　﨑

　良

　一

弁
護
士

弁
護
士

片

　岡

　清

　三

小

　林

　
　
　晃

弁
護
士

佐

　藤

　大

　蔵

弁
護
士

片

　岡

　淳

　平

弁
護
士

片

　岡

　怜

　子

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目

　
　

　
　
　
　
　桂
和
大
通
ビ
ル
３８

　6
F

T
E
L
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
五

F
A
X
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
九

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sa
p
p
o
ro
c
ity
-la
w
.jp

〒
060

0003
│

株
式
会
社
B
A
M
C

         

a
s
s
o
c
i
a
t
e
s

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
一
│
一
│
一
一
サ
ン
メ
モ
リ
ア
ビ
ル
二
階

T
E
L

　〇
一
一
│
五
九
六
│
七
四
一
一

F
A
X

　〇
一
一
│
二
〇
七
│
一
五
〇
〇

h
t

t
p

:
/

/
w

w
w

.
b

a
m

c
.

j
p

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

日

比

泰

央

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
七
条
十
三
丁
目
二
番
四
十
七
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
四
│
二
二
二
二

西
川
友
晴

SDGsを支持し、クリーンで安全な車両の提供と
地域貢献を目指す

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・起業支援・経営改善・事業承継・

M&A・労務人事管理・給与計算・相続手続

https://www.murazumi.jp

札幌 〒064-8648 札幌市中央区南8条西4丁目422番地 GRAND PARK BLD
TEL（011）513-5000(代) FAX（011）521-1451

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 The Kanda 282
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331
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〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

https://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】
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〒060-0033　札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL 011-241-9341  FAX 011-207-6178
https://iword.co.jp

公式Facebook
はじめました！

アイワードは
社史・記念誌の編纂を
お手伝いします。
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札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030
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28,050円
19,140円
19,140円
16,500円
16,500円
29,370円

最大63名
最大36名
最大36名
最大45名
最大24名
最大60名

85m2

58m2

58m2

59m2

41m2

89m2

一般社団法人

13,750円
9,350円
9,350円
8,250円
8,250円

14,300円

16,500円
11,550円
11,550円

9,900円
9,900円

17,600円

2,420円
1,650円
1,650円
1,430円
1,430円
2,640円

ご利用時間は厳守してください。午後6時以降ご利用時間の延長はできません。
ご利用時間の中には、ご利用の準備及びご使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込みをいただいても、都合により延長できない場合があります。

お申込みは、利用日の6か月前の月初めから受け付けます。
受付時間は、平日午前9時から午後5時までとなっています。
所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、ご提出願います。（ホームページをご参照ください。）

延長（18時まで）
30分単位

ただし、事前にお申込みをいただきますと午後6時まで利用時間を延長（30分単位）することができます。

TEL　011-231-7141／FAX　011-231-7142
〒060-0001　札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7ビル 2階

北海道中小企業会館

南北線「さっぽろ」駅から徒歩約8分／南北線「大通」駅から徒歩約9分
JR「札幌」駅から徒歩約12分
お近くの有料駐車場をご利用ください。

使用料金（消費税込み）

土曜・日曜・祝日及び
年末年始（12月29日から1月3日まで）

諸会議・研修会等
幅広くご利用いただけます
「中小企業会館」は、中小企業者のための施設です

北海道中小企業会館の貸会議室は、札幌の中心JR札幌駅から徒歩約12分という好立地にあり、植物園、
大通公園に近接するなど四季折々の景色が美しく環境に大変恵まれており、全室カーペット敷きです。
約24名～約180名様まで利用可能で、会議・研修会・勉強会・面接会場と多目的にご利用いただけます。
お申込みは6か月前の月初めから受け付けています。どうぞお気軽にお問い合わせください。

午前9時から午後5時まで
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詳しい内容については、取扱代理店または
三井住友海上火災保険株式会社までお問い合わせください。

会社経営のリスクへの備え、万全ですか？

しっかり備えるなら！

スピーディーな保険金支払い!
労災事故が発生した場合、政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払い
します。政府労災保険の認定は、保険金のお支払い条件ではありません。（＊）
（＊）メンタルヘルス対策費用特約など一部の特約を除きます。

充実した付帯サービス!
貴社の人事・労務に関するお悩みにお答えする充実の付帯サービスです。
メンタルヘルスに関わる人事マネジメントや法律・税務相談などに、専門スタッフ
が電話でアドバイスします。（すべての契約に付帯されます。）

「人事・労務相談デスク」

メリット

1 納得の保険料水準！
全国中小企業団体中央会を契約者とする団体契約のスケールメリットを活かした保険料を実現しています。

事故発生 !

労災認定を待たずに

保険金をお支払い！

メンタルヘルスサポート

法律・税務・人事労務相談

メリット

2

メリット

3

就業中や
通勤途中の
事故による
社員のケガ

使用者責任
による
高額賠償

会員事業者のみなさまが補償金・賠償金を支出する
ことによって被る損害に備えるための制度です。

従業員の安心と、経営リスクの軽減を両立！

北海道中小企業団体中央会　会員のみなさまへ

三井住友海上火災保険株式会社
札幌支店法人営業課
住所：札幌市中央区北 3条西 2丁目
TEL：011－213－3889
FAX：011－213－3891

〈ご連絡先〉
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本内容は業務災害補償制度及びビジネス総合保険制度の概要を示したものです。実際の加入および詳細は引受保険会社の約款、パンフレット等に従います。

お見積り、ご加入手続きは
引受保険会社にお問合せください。
（＊）募集覚書締結中央会になります。

【制度引受保険会社（制度参入順）】

【制度運営】

本広告は有限会社エヌ・エス・エイサービスによるものです。

全国中小企業団体中央会

【お問合わせ先】
都道府県中小企業団体中央会（＊） 東京海上日動火災保険株式会社　損害保険ジャパン日本興亜株式会社

三井住友海上火災保険株式会社　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

業務災害補償制度の特徴

36,000件を超える加入を
いただいています

業務災害補償制度
新しい労災リスクから
会員の皆様をお守りする

ビジネス総合保険制度
事業活動を取り巻く様々なリスクから
会員の皆様をお守りする

●全国中小企業団体中央会のスケールメリットによる
割安な保険料水準
一般加入と比べ約半額の掛金水準

●労災賠償に備える
「使用者賠償責任保険」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに
保険金のお支払いが可能
政府労災保険への加入が必要です。
（使用者賠償責任保険は給付決定後の支払いになります）
●契約は無記名式。
短期労働者やパート・アルバイトも包括補償

●掛金は売上高と業種で算出
掛金は全額損金算入可能

ビジネス総合保険制度の特徴
●全国中小企業団体中央会のスケールメリットによる
割安な保険料水準

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・
ダブリを解消し、
一本化してご加入

●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、施設・事業遂行等）
リスクを総合的に補償

●事業休業補償により災害に遭った際の
事業継続のための資金を確保

平成29年7月制度スタート

大好評
企業防衛の
決定版！

NEW!

企業経営には多くのリスクが
存在しています

災害や事故などをはじめ、様々なリスクへの備えが
企業経営への安心につながります

災害や事故などをはじめ、様々なリスクへの備えが
企業経営への安心につながります

全国中小企業団体中央会「業務災害補償制度 」度制険保合総スネジビ「」 のご案内

「業務災害補償制度」 「ビジネス総合保険制度」
全国中小企業団体中央会の

事業活動リスクを包括的にカバーします。
と で

労災訴訟
の
リスク

労務災害
の
リスク

賠償責任
の
リスク

事業休業
の
リスク

財物損害
の
リスク
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郡
七
飯
町
字
中
島
二
十
九
番
二

電

　話

　〇
一
三
八
│
六
五
│
六
五
四
五

代
表
理
事

小

　原

　光

　一

函
館
塗
装
協
同
組
合

函

館

市

入

船

町

九

番

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
八
三
―
一
九
二
一

F
A
X

　〇
一
三
八
―
八
三
―
一
九
三
一

理
事
長

西

山

智

之
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道南支部

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

奥

田

典

明

函
館
地
方
道
路
維
持
協
同
組
合

函
館
市
本
通
一
丁
目
三
五
番
一
二
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
〇
〇
〇
六
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上川支部

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

濱

岡

雄

史

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

稲

　井

　
　
　誠

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

協
同
組
合

　旭
川
流
通
セ
ン
タ
ー

理
事
長

事
務
所

　旭
川
市
流
通
団
地
二
条
三
丁
目

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
八
―
六
七
三
〇
番

浅

　田

　
　
　寛

官
公
需
適
格
組
合

上
川
北
部
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

名

寄

市

西

一

条

南

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
三
九
六
六

常

本

照

也

旭
川
市
七
条
通
八
丁
目
右
八
号

セ

ン

ト

ラ

ル

七

条

ビ

ル

二

F

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
一
一
〇
五

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
ボ
ー
リ
ン
グ
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

小

　林

　英

　一

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

龍

後

英

幸
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上川支部

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

理
事
長

対

　馬

　健

　一

代
表
理
事

留
萌
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

原

　田

　英

　人

留

萌

市

船

場

町

二

丁

目

八

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
五
四
六
〇

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
旭
川
協
同
組
合

旭
川
市
永
山
一
条
一
丁
目
一
番
六
十
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
一
〇
〇
〇

理
事
長

髙

野

　
徹

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

武

　石

　正

　志

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐
々
木

　
　
　斉

留
萌
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
同
組
合

留
萌
市
開
運
町
三
丁
目
四
番
十
六
号

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
四
六
七
一
番

代
表
理
事

櫛

　井

　二
三
夫

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

道
北
農
業
土
木
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

コ
ス
モ
永
山
一
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
二
五
番

森

　
龍

一

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
三
六
七

山

本

和

則
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上川支部

菅

　原

　清
一
郎

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士旭

川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一

井

　内

　敏

　樹

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

旭
川
緑
化
造
園
協
同
組
合

旭
川
市
東
旭
川
町
共
栄
二
二
九
番
地
三

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
二
―
一
〇
一
五
番

代
表
理
事

池

生

之

弘
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十勝支部

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

太

田

　
勝

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

大
誠
協
同
組
合

副
理
事
長

河
東
郡
音
更
町
宝
来
北
一
条
六
丁
目
二
│
四

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
六
│
九
八
九
八
番

五
十
川

　
　
　剛

代
表
理
事

金

　山

　忠

　義

帯
広
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
六
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
六
―
三
〇
二
二

山

田

幸

恵

北
の
起
業
広
場
協
同
組
合

帯
広
市
西
一
条
南
十
丁
目

　立
花
ビ
ル
二
階

〇
一
五
五
―
二
三
―
八
一
九
四

北
の
屋
台

ア
イ
ア
ジ
ア
国
際
交
流
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
一
四

帯
広
市
西
四
条
南
十
五
丁
目
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
六
六
―
五
五
〇
五

代
表
理
事

東

城

敬

貴
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十勝支部

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

熊

　頭

　勇

　造

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

横

　川

　真

　和

帯
広
塗
装
工
業
協
同
組
合

帯
広
市
公
園
東
町
三
丁
目
十
一
番
地
六

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
二
二
―
七
七
七
〇
番

理
事
長

川
原
田
　
義
　
和

帯
広
建
設
勤
労
者
企
業
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
白
樺
十
六
条
東
五
丁
目
十
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
│
三
五
│
八
九
三
〇

本

　川

　建

　志

十
勝
食
肉
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
四
条
南
一
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
五
一
一
一

代
表
理
事

有

　澤

　
　
　宏

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
二
四
番
三

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

帯
広
地
方
素
材
生
産
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
東
十
条
南
八
丁
目
一
番
二
十
一

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
二
二
―
二
一
〇
八

理
事
長

野

津

克

之

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

サ
ン
リ
ブ
ロ
協
同
組
合

代
表
理
事

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
二
六

帯
広
市
西
十
六
条
南
六
丁
目
二
七
番
十
四
号

テ
ラ
ス
安
ら
木
二
号
室

本

　間

　
　
　元

協
同
組
合
北
海
道
労
働
福
祉
協
会

帯

広

市

東

七

条

南

十

丁

目

十

一

電

　話

　〇
一
五
五
│
二
七
│
一
六
一
六

代
表
理
事

砂

　金

　和

　敏
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十勝支部

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

足
寄
郡
足
寄
町
北
一
条
四
丁
目
三
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
五
―
二
六
六
九

河
　
向
　
由
紀
夫

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　
し
ま
や
事
務
所

　
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
特
定
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
話
　
〇
一
五
五
―
二
六
―
四
八
六
四

嶋

谷

耕

治

忠
類
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
八
（
八
）
二
〇
八
一

加

藤

茂

樹

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

オ
ダ
ッ
シ
ュ
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一
番

代
表
理
事

植

　村

　高

　愛

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

　本

　
　
　健

堀
口
労
務
行
政
事
務
所

帯
広
市
東
七
条
南
十
丁
目
十
一
番
地
八

〇
一
五
五
│
二
七
│
一
六
一
六

所
長

　特
定
社
労
士

堀

　口

　登
志
雄

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
地
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡

十
勝
中
央
維
持
管
理
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
字
依
田
二
三
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
五
六
―
七
六
〇
八

代
表
理
事

丸

岡

秀

幸
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釧根支部

天

方

智

順

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

代
表
理
事

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

福
　
井
　
克
　
美

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

豊

田

高

明

釧
路
地
方
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
鳥
取
大
通
六
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
―
五
一
―
五
二
一
六
番

濱

　屋

　俊

　明

釧
路
道
路
整
備
協
同
組
合

釧
路
市
双
葉
町
一
番
六
号

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
二
―
一
七
七
〇

理
事
長

小
野
寺

　
　
　俊

釧
路
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
八
四
―
〇
九
二
五
　
　
　
　
　

釧
路
市
新
野
七
線
一
四
七
番
地
四

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
七
―
九
一
一
一

髙

橋

成

人

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之
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釧根支部

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

正

宏

ち
え
の
わ
事
業
協
同
組
合

野
付
郡
別
海
町
泉
川
五
七
番
地
一
一

電

　話

　〇
一
五
三
│
七
七
│
三
八
三
七
番

理
事
長島

　崎

　美

　昭

池
田
一
己
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣

官
公
需
適
格
組
合

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

野
　
陳
　
　
　
敏

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

代
表
理
事

武

　藤

　

　一

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

修

平

大
樹
生
命
保
険
　株
式
会
社

　道
東
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

新

　田

　智

　道

道
東
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
鳥
取
南
六
丁
目
二
番
二
十
四
号

（
三
ッ
輪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
内
）

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
一
│
〇
三
二
一

小

　野

　裕

　司

ス
マ
イ
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
入
舟
四
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
│
四
一
│
五
〇
〇
〇

北

　野

　民

　恵

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

久

　保

　裕

　之

〒
085－
0018
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釧根支部

釧
路
市
柏
木
町
五
番
三
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
八
八

代
表
取
締
役
会
長

税

理

士

青
　
木
　
孝
　
志

株
式
会
社
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

ア
オ
キ
孝
志
税
理
士
事
務
所
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網走支部

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

真

柳

正

裕

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

三

丁

目

七

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

網
走
管
工
事
業
協
同
組
合

網
走
市
駒
場
南
六
丁
目
一
番
八
号

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
三
―
三
三
一
七

理
事
長

中

　村

　
　
　圭

斜
里
ポ
テ
ト
協
同
組
合

代
表
理
事

斜

里

町

港

町

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
〇
九
〇
二
番

五
十
嵐

　一

　彦

協
同
組
合
日
専
連
北
見

理
事
長

北
見
市
北
二
条
西
三
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
三
三
一
一
番

山

　本

　智

　司

協
同
組
合
美
幌
町
大
通
北
一
丁
目
商
店
街

北
海
道
網
走
郡
美
幌
町
字
大
通
北
一
丁
目

十
三
番
地

代
表
理
事

寺

田

義

博

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

木
工
セ
ン
タ
ー

事
務
所

T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

加

　藤

　雄

　市

網
走
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

網
走
市
南
四
条
西
一
丁
目
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
五
五
四
六

田

　中

　雄

　一
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網走支部

小
清
水
町
委
託
事
業
協
同
組
合

理
事
長

斜
里
郡
小
清
水
町
南
町
一
丁
目
三
〇
番
四
号

電

　話

　〇
一
五
二
―
六
二
―
二
五
五
八

今

　井

　
　
　篤

網
走
市
廃
棄
物
処
理
協
同
組
合

監
　
事

高
　
橋
　
裕
　
二

理
　
事

小
　
堀
　
　
　
剛

理
　
事

増
　
田
　
吉
　
昭

理
事
長

小

堀

　

彰

遠
軽
地
方
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

紋
別
郡
遠
軽
町
学
田
二
丁
目
八
│
一
九

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
二
六
二
三

佐

　渡

　博

　夫

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

高

　橋

　秀

　昭

北
見
事
務
所

網
走
支
部

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
豊
里
五
二
七
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
四
〇
四
〇

専
務
理
事

稲

田

光

男

理
事
長

寺

田

明

弘

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
仲
町
一
丁
目
一
四
三
番
地

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
五
〇
五
〇

髙

　橋

　清

　文

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

　森

　
　
　茂

　

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

大

和

三

二

八

番

六

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎
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網走支部

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網
走
市
潮
見
二
丁
目
六
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

佐
々
木
儀
幸
税
理
士
事
務
所

税
理
士

網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

高

木

和

明

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一

〒
〇
九
〇
│
〇
〇
二
一

北
見
市
北
一
条
東
三
丁
目
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
七
│
二
三
│
四
五
八
二

F
A
X

　〇
一
五
七
│
二
三
│
四
六
二
一

北
見
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

原

　谷

　真

　人

協
同
組
合
津
別
町
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
豊
永
十
八
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
│
七
六
│
二
七
三
九

清

　水

　靖

　則

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

山

本

義

明
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胆振支部

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

江

　良

　貴

　志

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
二
十
二
番
九
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
八
三
―
七
六
一
六

代
表
理
事

斉

藤

　
聡

官
公
需
適
格
組
合

　室
蘭
市
管
工
事
業
協
同
組
合

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
十
八
番
四
号
日
昇
堂
内

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
四
四
七
六

門

　脇

　宏

　幸

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
三
号

第
2
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
│
八
四
│
一
一
一
四

渡

　辺

　健

　治

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

代
表
理
事

道
南
公
益
清
掃
事
業
協
同
組
合

室
蘭
市
御
崎
町
一
丁
目
七
十
五
番
地
七

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
四
―
一
五
四
七

三

浦

真

彦
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胆振支部

伊
達
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

伊
達
市
舟
岡
町
三
三
五
番
地
二
十

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
五
―
三
七
七
〇

代
表
理
事

萩

　野

　時

　彦

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

成

田

才

仁

室
蘭
地
方
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
東
町
四
丁
目
七
番
八
号

電
話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
八
二
八
五

山

岸

靖

幸

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

伊
達
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

伊
達
市
松
ケ
枝
町
六
十
一
番
地
四

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
三
―
二
二
七
七

理
事
長

渡

　部

　弘

　二

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

理
事
長

半

澤

敏

夫

官
公
需
適
格
組
合

伊
達
地
区
石
油
事
業
協
同
組
合

伊

達

市

梅

本

町

三

十

九

番

地

一

伊
達
興
信
ビ
ル
3
F

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
二
―
〇
三
八
六

代
表
理
事

白

幡

篤

史

苫
小
牧
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
七
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
二
―
四
三
一
九

長

　居

　順

　一

登
別
ガ
ス
協
同
組
合

登

別

市

新

栄

町

一

番

地

三

十

九

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
五
六
八
四

理
事
長

斎

藤

正

史

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

荒

磯

宣

久

と
う
や
水
の
駅
企
業
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
町
一
〇
〇
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
八
七
―
二
一
一
一

理
事
長

橋

　本

　志
津
男

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　苫
小
牧
支
社

〒
053

0022
ー

支
社
長

道

　面

　
　
　博

苫
小
牧
市
表
町
二
丁
目
一
番
一
四
号

電

　話

　〇
一
四
四
（
三
二
）
八
八
七
五

ど
う

　
　め
ん

ひ
ろ
し
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胆振支部

洞
爺
湖
舟
艇
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生

北
海
港
湾
石
材
協
同
組
合

代
表
理
事

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
高
砂
町
一
六
六
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
六
―
五
〇
二
八

澁

木

　
勉
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空知支部

空
知
農
業
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

山

　田

　
　
　
　

〒
068

0027
ー

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

岩
見
沢
建
設
会
館
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
〇
六
二
八
番

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

新
十
津
川
道
路
管
理
協
同
組
合

〒
〇
七
三
―
一
一
〇
三

事
務
所
樺
戸
郡
新
十
津
川
町
字
中
央
八
九
番
地
四

電

　話
　（
〇
一
二
五
）七
六
―
二
六
一
一
番

F
A
X
　（
〇
一
二
五
）七
六
―
三
一
九
七
番

代
表
理
事

伊

　藤

　克

　嘉

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
二
―
四
四
九
六

理
事
長

北

澤

治

雄

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

江

本

勝

典

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
八
三
八

浅

井

富

雄

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

田

　端

　千

　裕

協
同
組
合

　日
専
連
美
唄

理
事
長

美
唄
市
西
一
条
南
二
丁
目
一
│
二
一

パ
ナ
プ
ラ
ザ
い
と
う
内

電 

話 

〇
一
二
六
│
六
六
│
二
〇
〇
〇

円

子

　
保

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
十
二
条
東
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
四
―
八
八
九
七

新

　川

　勝

　久
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空知支部

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

及

　川

　
　
　聡

代
表
理
事

中
　
村
　
　
　
剛

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

高

瀬

　謙

二

郎
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宗谷支部

官
公
需
適
格
組
合

　宗
谷
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
中
央
五
丁
目
七
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
二
三
―
二
七
六
七

菅

　原

　
　
　耕

宗
谷
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
四
丁
目
二
番
二
号

電
　
話
　
〇
一
六
ニ
―
三
四
―
一
五
八
八
番

小
　
谷
　
寿
　
広

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

稚
内
資
源
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
潮
見
一
丁
目
七
番
三
〇
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
三
四
三
一

吉

野

照

平
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後志支部

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

理
事
長

岩

城

直

人

副
理
事
長

花

和

嘉

貴

副
理
事
長

村

田

憲

恒

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

丸
市
新
南
小
樽
市
場
協
同
組
合

理
事
長

小

樽

市

築

港

八

番

十

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
七
―
五
〇
六
八

本

　間

　裕

　二

余
市
名
店
街
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小樽鱗友商業協同組合

理事長

山 崎 　 努
小樽市色内3丁目10番15号
電話（0134）22－0257番
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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
4848

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶8No . 7 8 5
2 0 2 1

01	 3 団体の令和 3年度通常総会が開催されました！

02	 令和 2年度取引力強化推進事業活用事例のご紹介

03	 ものづくり補助金 6次締切の採択結果が発表されました！

04	 70 歳までの就業機会の確保に備えて	
	 〜高年齢者雇用安定法改正のポイント〜	
	 ─特定社会保険労務士　森　隆幸　氏─

05	 事業承継支援施策ガイドブックを作成しました

06	 中小企業組合検定試験に挑戦！　〜組合制度編〜

08	 縄文時代を歩く②　垣ノ島遺跡　〜居住域と墓域の分離を示す集落跡〜／	
	 組合運営実務講習会のご案内

09	 全国の先進組合紹介⑤　〜黒川温泉観光旅館協同組合〜

10	 ピックアップ　組合羅針盤　〜黒千石事業協同組合〜

12	 6 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

　本誌5月号にて告知していました8月18日（水）の「令和3年度中小企業団体全道大会」は、新型コロナウイル
ス収束の見通しが不透明である状況に鑑み、開催が難しいと判断されることから、昨年に引き続き中止とさせ
ていただきます。（同大会における本会会長表彰式も中止となります。）
　大会の参加をご検討いただいていた皆さまには多大なご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

令和3年度 中小企業団体全道大会中止のお知らせ



０００１　函館市五稜郭町 ３３‐１
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3 団体の令和 3 年度通常総会が
開催されました！

ピックアップ 組合羅針盤
～黒千石事業協同組合～

支部だより

〒060-0001　北海道札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7 3階
TEL 011-231-1919　FAX 011-271-1109

ホームページアドレス　https://www.h-chuokai.or.jp
発行日／2021年8月1日（毎月1日発行）

＊ この機関誌は、誰もが読みやすい
ユニバーサルデザインフォントと
環境にやさしい植物油インキを使
用しています。


